
　てんかんを持つ女性の中には、月経、妊娠、出産、育児といった女性特
有の悩みを抱える人もいるでしょう。
　ごく一部の治療薬を除き、てんかんやてんかん治療薬の月経に対する
影響は少ないとされます。もし生理不順や不妊で悩まれるようであれば、
産婦人科を受診して他の原因も調べてもらってください。

　てんかんの治療を受けていても妊
娠、出産は可能です。ただし、妊娠を望
まれる際は必ず医師に相談してくださ
い。多くの場合、「治療薬をきちんと継
続すること」と、「妊娠前から葉酸という
栄養を摂取すること」をアドバイスされ
るでしょう。
　妊娠中に激しいけいれん発作が生じ
ると、胎児が酸欠状態、それにより流産
や早産、後遺症などの危険性がありま
す。よって、妊娠が発覚したときの治療薬は継続することが原則です。さら
に、妊娠中は薬の効果が変動する恐れがあり、産婦人科だけでなく、かか
りつけの医師にも継続して受診してください。通常は産婦人科医とてんか
んの治療医との間で情報共有が行われます。
　一方で、一部のてんかんの治療薬が胎児の先天奇形発症確率を高める
ことが知られています。もし、計画的に妊娠をすることができるなら、担当
医師に相談したうえで、事前にそのような薬の変更や減量を行える場合も
あります。ただし、発作がなく落ち着いている場合は、治療薬を変更するこ

とは症状出現のリスクになり得るのでその判断は慎重に行うべきです。何
度も繰り返しますが、自分自身で勝手に治療薬をやめたり、減量したりは
せずに絶対に医師へ相談してください。てんかんの有無の関わらず、妊娠
を希望するすべての女性は、胎児奇形発生予防の観点から、妊娠前からの
葉酸の摂取が推奨されています。

 出産のときも、いわゆる逆子や多胎、前置胎盤などの産婦人科的理由で
帝王切開となることを除き、自然分娩（経膣分娩）となります。ただし、てん
かん発作が落ち着いておらず、発作症状が全身けいれんであるとか、てん
かん重積状態の既往がある場合は、分娩時に発作が起きた場合の対応を
考慮され、総合病院での出産を考慮されるかもしれません。

　授乳に関しても母乳を与えることを避け
る必要はありません。しかしながら、一部の
治療薬は母乳内へ移行し、赤ちゃんに眠気
や哺乳力低下などを起こすことがあるので、
医師はそれに応じた指導を行います。赤ちゃん中心の生活となると、どう
しても生活が不規則になりがちです。薬の飲み忘れや睡眠不足は発作の
誘因にもなるので、家族の理解やサポートについても事前に話し合ってお
くことが望まれます。
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てんかん動画●7
はこちら

てんかんのある人の場合、かかりつけの医師からお酒は控えるよう
に指導されるかもしれません。しかし、家族や友人、職場の気の知れ
た仲間たちと、一杯や二杯のお酒を楽しむことは全く構いません。
それ自体によって発作が起こりやすくなることも通常はありませ
ん。では、なぜ医師はお酒を控えるように指導するのでしょうか？お
酒を少々飲みすぎてしまったとき、つまり酔っぱらってしまったとき
に、つい眠ってしまったり、気分がおおらかになってしまったりした
経験もあるでしょう。そういう時、もしかするといつもの薬の服用を
忘れたり、「今日はいいや」とスキップしてしまったりするかもしれま
せん。また、夜更かしするほど“飲み”に付き合うと睡眠不足の危険
もあります。したがって、たまにお酒は飲んでもよいですが、規則正
しい服用と睡眠は守るということを絶対に忘れないでください。飲
酒と服用を一緒にすると眠気等の副作用が若干普段よりも顕著に
なるかもしれませんので用心しましょう。自分の病気について知っ
ている家族や友人たちと飲むことで、もしもの発作の場合にも安心
できると思います。
ほぼ毎日習慣的にお酒を飲むという人の場合は、てんかんがあるこ
とに関係なく、健康を考慮して飲酒を控えるべきです。一度に大量
のアルコールを摂取することは急性中毒症状を引き起こすこともあ
り、絶対に避けなければいけません。「お酒に強いから大丈夫」と自
信を持っている人でも、そのような大量飲酒は、精神的な依存症に
とどまらず、場合によっては生命にかかわるいろんな病気の原因に
もなり得ます。実は、てんかんでなくても、アルコール暴飲を繰りか
えすことで、酔いがさめた時（あるいは急に中止した際に）に離脱状
態というけいれん発作を起こすことも知られています。
ちなみに、同じようにたばこについてもそれ自体がてんかん発作
に影響することはありませんが、それとは関係なく自身や周囲の
人の健康に対する悪影響の理由から、喫煙を続けることはお勧め
しません。

てんかんのある人は

お酒を飲んでもよいか？


